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安倉講師

セミナー風景
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●山梨県水産物商業協同組合

　山梨県水産物商業協同組合（杉山一美理事長
　組合員133社）は、甲府市地方卸売市場を利用
する鮮魚等の水産物の小売・卸売事業者で構成さ
れている。
　組合の主要事業である「代払精算事業」は、組
合員が甲府市地方卸売市場から鮮魚等を仕入れた
時の仕入れ代金を組合が立替払いし、後日まとめて

組合員より回収するもので、年間の取扱高は約25
億円になっている。「共同購買事業」では、組合員の
店舗で販売する鮮魚をはじめ、調味料、缶詰め、イ
ンスタントコーヒー、菓子等あらゆる食品、食材等を
提供しており、年間の販売総額は、約2億4千万円と
なっている。
　また、魚の消費増加と地元での魚の購入をピー
アールすることを目的に、市場で行う「消費者感謝
デー」にも積極的に参加し、組合員の売上向上や事
業活性化をサポートしている。この「消費者感謝
デー」は、甲府市地方卸売市場が一般消費者に市
場を毎年一回開放し、市場を知ってもらうとともに消
費者に感謝の気持ちを込めてマグロの解体ショーと
その試食、カニ汁の試食、無料の野菜釣りやバナナ
のたたき売りなどを行っているイベントで、甲府市民
だけでなく多くの県民に好評をいただいている。

　その他にも、福利厚生事業として、「ゴルフコンペ
や新年会」を開催し、組合員の親睦や交流を深めて
いる。
　杉山理事長は「組合事業の合理化と活性化を積
極的に行い、安価で質のいい商品の提供や、サービ
スの向上に努め、信頼され頼りにされる組合を目指
していきたい。更に組合員の経営に貢献できる組合
事業を積極的に展開していきたい。」と組合員目線
で力強く語ってくれた。

●一般社団法人山梨県木造住宅協会

　一般社団法人山梨県木造住宅協会（中村伊伯
代表理事）では、組織力を活かして国等の施策を会
員事業所の経営の向上に役立てている。
　当協会は、県内の工務店を中心に、設計事務所
や木材事業者で組織された団体で、県産木材を活
用した木造建築物の魅力発信を通じて、ハウスメー
カーに負けない「地域・環境・住宅」が調和した三位

一体の家づくりを推進することを目的に、平成24年
に設立された。
　協会では、設立当初から国等の補助金事業を積
極的に活用した事業展開を行い、会員に役立つ補
助金を活用した事業を実施するという形をとってお
り、いわば、協会を通して補助金事業を「共同受注」
するような形となっている。
　直近で活用した補助金には、「平成27年度地域
型住宅グリーン化事業」がある。この補助金は、中
小工務店等が木材流通事業者や建築士と連携して
建築する長期優良住宅やゼロ・エネルギー住宅等
の良質な木造建築物に対して補助されるもの。協会
では、この補助金を会員が行う木造建築物の設計
や施工費用の一部として補助しており、それにより、
会員の工務店は、建築価格を抑えた優良住宅を施
主に提供することができる。また、木造建築物の知

識向上のための人材育成事業に補助金を活用して
おり、会員の技術向上に努めてきた実績がある。
　これまで、様々な補助金事業を活用することで、
国の求める省エネルギー住宅の普及を進めており、
会員の仕事量の増加、県産材の普及、顧客の建築
費用の抑制など、木造建築物全ての関係者に好影
響をもたらしている。
　協会は、今後も会員のためになる補助金事業の
獲得に積極的に取り組んでいくこととしている。

●山梨県化粧品小売協同組合

　山梨県化粧品小売協同組合（西山武夫理事長
　組合員16社）は、「ゼロからはじめるスマートフォ
ン集客術」と題し、3月16日に販売促進セミナーを
開催した。
　国民の3人に2人は持っていると言われているス

マートフォンは、消
費者の行動を一気
に変化させた。主婦
やシニア層など、こ
れまで個人専用パ
ソコンを持たなかっ
たユーザーまでも
が、一斉にスマート
フォンでレストランを
検索したりショッピン
グや予約等を行う

ようになり、消費行動は一変した。
　化粧品小売業者は、これまでもドラッグストアやコ
ンビニ、ネットショッピング等による販売チャネルの多
様化と価格競争の波に飲み込まれないために、地
域に根差した対面販売を重視し、電話注文や予約、
DM作りなどに注力してきたが、効果は年々薄れて
きていた。
　そこで、㈱フォースタンダードの取締役CEOの安
倉秀人氏を講師に、集客の考え方やスマートフォン
の上手な活用手法についてのセミナーを開催した。
セミナーでは、個店の情報や特典等をスマートフォ
ンで簡単に発信する手法等に加え、全国の化粧品
店での集客・売上に結びついた成功事例等につい
ても紹介された。安倉講師は、「スマートフォン集客
は、“今”取り組むことが最高のタイミング。いち早く
取り組むことで、競合に差を付けられるといったメ

リットがある。成果を高めるための近道として、ぜひ
取り組んでほしい。」と語った。
　受講者からは「顧客が必要な情報は何なのか実
例を通して学ぶことができた。スマホサイトの作成
手順を知ったので実践したい。」「情報超過の中、ス
マホで継続して読まれる価値のある情報を送り、顧
客との関係を築く重要性が勉強になった。」等の感
想が寄せられ、とても有意義なセミナーとなった。
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補助金事業を活用した人材養成事業の様子

購買事業を利用する組合員

新鮮な品揃えの組合員店舗

補助金事業を活用し、顧客に木造建築物の魅力を伝えている


